
天ぷら油で走る「サンクスネイチャーバス」！ 

                         特定非営利活動法人  

サンクスネイチャーバスを走らす会 

 

 

１．バスが走り出すまで 

サンクスネイチャーバスは 1997 年 4 月、自由が丘の街を走るコミュニティバスとして、100％

天ぷら油の廃食用油燃料で走り始めました。 

今年で 17 年目に入りますが、通算乗者数は 100 万人を突破し、今では自由が丘の街にな

くてはならない存在になりました。 

 

そもそも「Ｔｈａｎｋｓ Ｎａｔｕｒｅ」という呼称は、自由が丘にあったお店の店名で、またそのお

店のコンセプト”自然さん、ありがとう“をモデルにしたものです。このお店は、鉢花や園芸用

品の販売、ガーデニング教室や有機野菜を使ったレストランを併設するなど、環境への取組

みを先取りした評判のお店でした。 

そのお店のオーナー斉藤社長からの「地域住民のために役立つバスを走らせたらどうか」

という提案をきっかけに、目黒通り自由が丘の SHELL GARDEN（現 The Garden）の島田社長

（当時）、自由ガ丘インターナショナル・テニスカレッジの栗山社長（現在は LIBERTY HILL 

CLUB も経営）、後楽園ボウル（当時）の油田支配人の 4 人が集い、バスの立ち上げに尽力す

ることになります。 

 

当時 4 人は、”天ぷら油で自動車が走る“という噂を耳にしました。廃油回収業の染谷商店

（染谷社長）が、飲食店や食品加工工場から回収した廃食用油の燃料化に成功し、自社のト

ラックで試験運行していたのです。 

ならば！ということで、その燃料でバスを走らすことを思いつき導入することになったのが、

サンクスネイチャーの歴史の始まりです。 

 

 

 

◆発足時の発起人メンバー  左より：栗山会長、島田理事、斉藤理事 油田元理事 



２．バイオディーゼル燃料（BDF） 

当時の欧米では、石油の代替燃料として、大豆油、菜種油、ひまわり油等のバイオ・ディー

ゼル・フュエル（BDF）とサトウキビやトウモロコシから抽出したバイオ・エタノールが、燃料とし

て実用化していました。しかし、我が国は石油だけでなく、植物油の原料も 100％近く海外に

依存しています。家庭や飲食店で使われた食用油は生ゴミとして焼却されていますが、下水

に流されて東京湾に油の塊が浮かんでいるという報告もあります。 

そこで染谷さんは、廃棄された食用油を回収し、燃料として再利用（リサイクル）すれば、省

エネ・省資源に役立つはずだと考えたのです。 

 

問題は、我々の熱意だけでバスを走らせられるか。 

まず、私たちは運輸省（当時）の陸運局を訪ねました。案の定、自動車はガソリンか軽油で

走るもので、植物油、しかも廃食用油を燃料として走らせた前例はないとお役所らしい答えが

返ってきました。そこで、海外では BDF が実用化されていること、国内では染谷商店が試験

済みであることを説明し、BDF でバスを走らせる意義を訴えました。 

同じ頃、農林水産省の外郭団体「政策科学研究所」が、BDF の実用化に向けて研究を始

めていたことも追い風となりました。 

それから一週間後、車検証の備考欄に「軽油と廃食用油燃料併用」と記載するが、あくま

でも「地域限定・試験走行」という条件付きで許可されました。 

 

 

３．走り出すまでの課題 

次の課題は、自由が丘の街にバスを走らせるためには、どのような問題をクリアしなけれ

ばならないか、でした。 

 

まずは資金が必要ですから、上述の四人が発起人となり開業資金を拠出し、「バスを走ら

す会」を設立して会員（サポーター）を募集しました。このバスは「貸切バス（送迎バス）」として

認可されましたので、乗客から料金を徴収することは出来ません。そのため無料バスになっ

たのですが、幸いにも、会の主旨に賛同して下さる多くのお店や企業がサポーターになって

下さいました。                      

後に自由が丘商店街振興組合も協力して下さリ、コミュニティ・バスとしての役割を果たせ

るようになりました。また、日蓮宗「立源寺」（目黒区中根）さんには、廃油を回収する場所を提

供していただいています。        

現在では 33 社の企業やお店などのサポーター会員に加え、協賛会社にはラッピング広告、

ステッカー広告でご支援下さっています。バスの運行は観光バス会社に委託することにした

ので、運転手・保険・燃料などの費用は全てバス会社の負担となります。 

 

次に、碑文谷警察署へ説明に行きましたが、安全運転の遵守以外に、特に問題はありま

せんでした。 

給油所はガソリン・軽油・灯油などを貯蔵・給油することが原則ですが、目黒消防署の指導

を仰いだところ、BDF をポリ容器で安全な場所に保管することで認めてくれました。我々は関

係官庁（お役所）が柔軟な対応をしてくれたことに安堵しました。 



４．16 年を振り返る 

1997 年 3 月の読売新聞に、“発車オーライ、天ぷら油で動くバス”と紹介されて威勢よくスタ

ートしたバスですが、同年 9 月の朝日新聞には“天ぷら油バスあがったり、環境に優し、客足

は厳し”と揶揄されたりしたこともあります。 

2 年後の 1999 年には東京新聞（“進化する都民の足、「ちょっとそこまで」脚光浴びる街バ

ス”）、2000 年 3 月にはＮＨＫ－ＴＶ（「おはよう日本」、“街の散策に便利なバス”）に紹介される

までになりました。この頃から、ようやく軌道に乗り始めたのでしょう。 

 

バスの活動が全国に知られるようになり、視察や講演の依頼が増えてきました。私たちも

講師を招いて、「エコロジカル・コミュニテイバスの未来像を探る」と題するシンポジウムを開催

し、勉強会を行ないました。また、ＮＰＯ法人認証を記念して、講演会「自由が丘のまちと交

通」を開催しました。目黒区の「環境リサイクルフェア」にもパネルで度々参加しています。 

 

運行を始めてからは紆余屈折の連続でしたが、嬉しいことも沢山ありました。 

1999 年、（財）省エネルギーセンター「地域省エネ実践活動優秀事例賞」、2001 年、東京

都・環境省主催「食と環境、ライフスタイル見直しフォーラム」のパネルに参加、2004 年、環境

省「大気環境保全活動功労者」として表彰されました。 

 

 

５．改正品確法 

一方で、経済産業省・資源エネルギー庁の「改正品確法」が施行されたことは、我々にとっ

て“不測の事態”でした。 

2009 年 2 月より、BDF 製造業者に対する「事業者登録」と「品質確認」が義務づけられるこ

とになりました。 

この法改正により、BDF を軽油と混合する場合は、認定された「特定加工業者」に限ること

になり、しかも、BDF の混合比率の上限が 5％以下に限定され、その品質が「品確法」の強制

規格に適合していなければならないのです。つまり、給油所での BDF 混合が認められなくな

ったのです。 

この背景には、軽油引取税がかからない BDF がトラック業者などの間で増加し、粗悪品が

出回ったこともあり、一定の法的規制を果たしたい資源エネルギー庁の思惑があったのだと

思います。 

 

しかし、染谷商店は BDF に軽油税を払っており、品質にも問題がありませんでしたから、

我々は怒り心頭、経済産業省長官に抗議に行きました。 

長官は我々の実績を評価してくれましたが、法律を遵守することが望ましいと考え、暫らく

は軽油 100％で走ることにしました。 

その後、染谷商店が BDF を 5％混合する認定工場の第一石油販売株式会社を紹介して下

さり、現在は自由が丘の「ＥＮＥＯＳ（佐藤商会）」の地下タンクをお借りして給油しています。 

 

 

 



６．「乗者数１００万人突破！」ますます求められる地域貢献 

その後は、現在こうして運行されていることからもお分かりいただけるように、サンクスネイ

チャーバスは地域に密着した循環バスとして大きく貢献しています。 

外出を控えていたお年寄りがバスに乗って買い物に出かけたり、そこで乗り合わせた人達

が顔見知りになったり。子供たちもそうです。習い事に行くときにバスを利用することで、大人

の視線が子供を危険から守ることができます。さらに高齢化が進むこれからの時代において、

こうした地域密着型のバスは大きな意味を持つこととなるでしょう。 

  

このような背景もあって、サンクスネイチャーバスは2008年度の目黒区協働事業に認定さ

れましたので、「サンクスネイチャーバスと未来タウン」と題したシンポジウムを開催いたしまし

た。単なる行政主導ではない、目黒区と地域が共に取り組む事業となったのです。 

 

サンクスネイチャーバスは、どなたでも無料で利用できるバスです。地域に居住しているか

に関わらず、どなたでも乗ることができます。 

最近では、自由が丘はファッションの街、そしてスイーツの街として、観光スポットにもなっ

ており、サンクスネイチャーバスも海外のガイドブックに記載され、外国人の方にも利用されて

います。 

 

バス停は全部で14箇所、それ以外でもルート内の危険な場所でなければ手をあげて乗る

ことも、ドライバーに告げて降りることも可能です。 

ルートは2通りで、八雲ルートは毎月約3千人、駒沢公園ルートは約5千人が利用していま

す。八雲ルートは1997年から、駒沢公園ルートは2004年から走り始めて、すでに2014年4月に

は乗車数の累計が100万人を突破しました。運行は水曜日をのぞく毎日。昼の12時から夜の

9時まで、およそ30分間隔でゆっくりと巡回しています。 

  

無料バスがこうして運営できているのは、多くのサポーターに支えられていることを忘れて

はなりません。 

メジャーサポーターは162,000円、キーエリアサポーターは54,000円、エリアサポーターは

10,800円の会費(消費税込) を毎月いただいています。他に、個人会員も参加しています。さ

らに、2007年からはラッピング広告やステッカー広告を取り入れるなど、新たな試みも行って

います。こうした広告協賛がサンクスネイチャーバスの運営をさらに充実させていることは間

違いありません。 

 

サンクスネイチャーバスを走らす会には、多くの方々よりお問い合わせ頂いております。 

時には、地方の商店街の役員の方や自治体が、バスの運営方法と実態を調査・視察に見え

ます。地域へのお礼の気持ちと、自分たちの楽しみのため、有志が集まってはじめた活動で

すが、サンクスネイチャーバスは、地域の皆様に支えられて16年も走り続けてきました。 

 

サンクスネイチャーバスの取組みはまだ道半ばです。単に無料バスを運行するのではなく、

地域が発展し、そこに住み、訪れる人々が心地よいものでなくてはなりません。「自然さんあり

がとう！」を実践してこそ、このプロジェクトは完成するのです。 



 

◆歴代のバス 

     

初代サンクスネイチャーバス                 ２代目サンクスネイチャーバス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、2 ルート２台にて運行 

２社の協賛会社のラッピング広告  

 

            

                                      

 

 



 

 

◆時刻表とルートマップ  (2014 年 9 月現在) 

 

 

 

 

 

 

 



 

◆	
 100 万人達成までの乗車人数 

 

 


